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後半

後半に入っても合成は11番ウーゴ、湧永は9番佐藤らで得点し、全
く譲らない。湧永に退場者が出たところを合成が攻めたてるも、GK
志水が立ちはだかり流れを渡さない。湧永は14番仁平の活躍により
抜け出しを図るも、合成は10番水町のミドルシュートなどで応酬
し、残り8分、23対23の同点で終盤へ突入する。そこから湧永は、
志水が再三の好守を見せ流れを引き寄せる。最終的に湧永が26対24
で勝利したものの、お互いの力を出し尽くした見ごたえのある試合
だった。

戦況

見出し

前半

試合開始直後から湧永は9番佐藤の巧みなリードから17番子安らで
得点し、流れをつかむ。一方、合成は湧永GK1番志水の好守に苦し
むものの、交代で入った23番橋本のポストシュートを皮切りに３連
続得点し、6対6の同点となる。そこから試合は一進一退の攻防とな
り、両者我慢比べの時間帯が続く。湧永GK志水、合成GK24番佐々
木の好守が続き、双方譲らず前半を12対12で折り返し、後半へと突
入する。
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